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第4章　機器分析手法と官能試験データとの相関

第 1節　ガスクロマトグラフ

第2項　ガスクロマトグラフの概要

ジーエルサイエンス株式会社
佐藤睦

武田まなみ

1　ガスクロマトグラフの概要 1)

ガスクロマトグラフィー（以下、GC）とは気体を移動相とし、試料を移動相と共に分
離カラム（以下、カラム）に導入し、固定相の相互作用（吸着・分配）によって分離する
方法である。GCの分析対象物質は、試料成分が気体中で移動できるものである。気体中
で移動できるものとは、気体そのものか、常温または加熱（通常400°C位まで、最高で沸
点700℃程度まで）によって気体となり得るものである。におい成分も含め、無機ガス（酸
素、窒素、水素、二酸化炭素、アルゴンなど）や炭化水素、芳香族炭化水素、ハロゲン化
炭化水素、エステル、アルデヒド、アミン、ガソリン、農薬など様々なものがある。

注入口で導入された試料は、キャリアガスによってカラムへ送り込まれる。一般的には
高温に加熱された注入口にシリンジを用いてサンプルを注入する。気体試料はそのまま、
液体試料は気化されてカラム、検出器へ移動する。

図 1　GCの構成
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第4章　機器分析手法と官能試験データとの相関

第4節　機器分析データと官能評価データとの相関ポイント

元　小川香料株式会社
堀内　哲嗣郎

においに関して、現在行われている測定方法は、大別すると3種類に分類できる。機器
分析法と官能評価法、生体計測法である。3者の手法を対比するために、表1を示す。

表 1　におい測定手法の対比
種類 対象 手法 計測 データ

機器分析法 におい物質（化学物質） 機器分析（機器） 物理量 客観的
官能評価法 人間（人間） 統計処理（数学） 感覚量 主観的
生体計測法 生体（人間） 機器計測（機器） 感覚量 客観的

機器分析と生体計測は、機器を用いて計測する。また、官能評価と生体計測は、人間を
測定対象にするのが類似点である。一方、相違点として機器分析は対象がにおい物質で、
官能評価は計測機器を用いないことが挙げられる。測定の手法や対象が変わるので、得ら
れるデータは異なった特徴を持っている。
それぞれの手法の相関を論ずるには、それぞれの手法の特徴を理解しておかなければな

らない。ここでは、始めに特徴に触れ、その後、それぞれの手法で得られたデータの相関
関係について述べる。

1　においの測定
物事を測定する場合には、まず、対象となる物事を良く知り、何を明らかにしたいのか

その目的を明確にし、最適な測定手段を選ばなければならない。ここでの測定の対象は、
においである。においは、化学物質が気相に蒸散して、ガス状、微粒子状、分子状態で存
在するもので、嗅覚が受容できる条件を満たしたものである。そして鼻腔内に取り込まれ
て、嗅覚器官で受容され、脳において感覚現象を生起するというメカニズムでにおいが顕
在化する。
測定の方法を考えた場合、1つには、においを化学物質として物理・化学的取り扱い方
で計測して、その物理化学量を明らかにする方法がある。機器分析することにより、にお
い物質を定性・定量して、においの特性（におい強度とにおい質）を明らかにし、さらに、
それに付随する様々な事柄を知見することができる。もう1つは、脳内で生起される感覚
現象を計測する方法である。においの嗅覚刺激により生起される精神活動は、官能評価法
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第5章　複合臭メカニズムと分析手法

埼玉大学大学院
長谷川　登志夫

1　複合臭を感じる仕組み

1.1　においを感じることとにおい分子の構造

1.1.1　においを感じる過程におけるにおい分子の位置づけ1）

人がにおいを感じるための出発点はにおい分子である。におい分子が鼻にあるにおい受
容体にたどり着き、その情報が信号として変換され脳に伝わって初めてにおいが認識され
る（図1）。このにおいを認識する過程は、大きく2つのステップAとBに分けてとらえる
ことができる。ステップAは、におい分子とにおい受容体との出会いである。また、ステ
ップBでは、人の持っている情報とにおい分子から得られた情報の照らし合わせが行われ
ている。その結果として、においが認識される。相互作用の情報が受容体で信号に変えら
れ脳に伝達されてにおいが認識されるステップBでは、個々の人への依存度が大きい。つ
まり、それぞれの人の生活環境や記憶などよって、においの感じ方が変わってしまう場合
もある。いずれにしても、においを感じる出発点は、ステップAである。そして、このス
テップAにおいての重要な要素は、“におい分子”と“におい受容体”である。

1.1.2　におい分子の構造とにおい
分子量が200ぐらいまでの有機物は基本的にはにおいを有するが、天然香料の成分とし
て大きな位置を占めている一群のにおい分子としてテルペン類がある。図2に代表的なテ
ルペン類であるモノテルペンを示した。α－ピネンやβ－ピネンは森林のにおいの成分と

図 1　においを感じるプロセスにおけるにおい分子の位置

においを “見える化 ”する分析・評価技術
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第7章　さまざまな場面での分析事例

第 1節　生活環境におけるにおい分析

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
佐々木　直里

1　はじめに
住環境の快適性に対する意識が高まっており、悪臭対策への関心も年々増加している。

生活環境下には多くの臭気が漂っており、生活スタイルの多様化から、発生している臭気
もさまざまである。例えば、キッチンでは調理臭や生ゴミ臭、トイレでは排泄臭などが挙
げられ、ペットを飼う家庭ではペット臭、喫煙者がいる家庭ではタバコ臭、介護者がいる
家庭では介護臭などが挙げられる。これらの臭気はさまざまな成分による複合臭であり、
消臭対策を行うには、その中から悪臭となりうる成分を特定しなければならない。その分
析方法は、複合臭を分離・同定できるガスクロマトグラフ質量分析計（以下、GC/MSと
示す）が主流となっている1)。しかし、上述のような悪臭成分は、ヒトの嗅覚に対して閾
値が低い成分が多く、GC/MSの検出下限値を下回る成分もあることから、特定に至らな
いことが課題となっていた。
近年、測定装置開発が進むにつれて、検知感度が大幅に向上し、原因物質が特定できる

事例が増えてきている。また、におい嗅ぎGC/MS（GC/MS-O）の導入により、GC/MS
では検出下限値以下であった成分をヒトの嗅覚を使っての検出が可能になりつつある2)。
本節では、におい嗅ぎGC/MSを使った分析手順と、生活環境で問題となっている生ゴ
ミ臭、タバコ臭の分析事例について紹介する。

2　におい分析にあたって
装置の概要や分析手法に関する説明は前章を参照いただき、ここではにおい嗅ぎGC/MS

を使ったにおい分析の同定手順の一例を簡単に示す。　
① 分析対象物のにおいを嗅ぎ、特定したいにおい成分をヒトの嗅覚で確認する。
② 前処理方法（溶媒抽出、捕集管吸着等）を選定し、におい嗅ぎGC/MSで分析する。
③ 分析結果を解析し、特定したい成分を同定する。
④ 同定した成分が市販試薬等で入手できる場合は、実際に試薬を嗅ぎ、においを確認
する。

ここで、最も重要視するのは①である。ヒトの嗅覚で特定したい（比較したい）成分が
わからないものは、分析しても結果には結びつかない場合が多い。これは先述したとおり、
装置よりもヒトの嗅覚の方が、検知感度が勝るという点からも理解できる。
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